
令和２年度 公共事業事後評価（地すべり防止事業）

交通基盤部 河川砂防局 砂防課

地すべり防止区域 下里
くだり

令和２年度 公共事業再評価

交通基盤部 河川砂防局 砂防課

砂防・地すべり・急傾斜事業：12事業

番号 事業名 箇所名 代表説明事業

8 通常砂防事業 立花
たちばな

寺沢
てらさわ

9 通常砂防事業 西
にし

の平
ひら

沢
さわ

10 通常砂防事業 湯谷
ゆ や

北
きた

沢
さわ

11 火山砂防事業 下
しも

多賀
た が

小山
お やま

沢
さわ

12 地すべり対策事業 口
く ち

坂本
さかもと

No.2

13 地すべり対策事業 青谷
あ おや

14 急傾斜地崩壊対策事業 広岡
ひろおか

理
り

源
げん

山
やま

15 急傾斜地崩壊対策事業 原
はら

16 急傾斜地崩壊対策事業 長沼
ながぬま

五郎
ご ろ う

松
まつ

17 急傾斜地崩壊対策事業 水川
みずかわ

橋向
はしむかい

18 急傾斜地崩壊対策事業 平松
ひらまつ

藪下
やぶした

Ｂ

19 地すべり防止事業 下
く だ

里
り

〇
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事業箇所位置図

交通基盤部 河川砂防局 砂防課

立花寺沢

：通常砂防事業

：火山砂防事業

：地すべり対策事業（国土交通省）

：地すべり防止事業（林野庁）

：急傾斜地崩壊対策事業

◎下里

下多賀尾山沢

広岡理源山

水川橋向
青谷

口坂本No.2

湯谷北沢西の平沢

原

長沼五郎松

平松藪下B

＜地すべりの定義＞
「地すべり」とは、土地の一部が地下水等に起因してすべる現象又は

これに伴って移動する現象をいう。 （地すべり等防止法 第2条第1項）

地すべり対策工

抑制工

抑止工

【目的】
地下水、地表水を排除することで地すべり活動を抑制する

【主な工種】
・ 集水井工 ・ 集水ボーリング工
・ 排水トンネル工 ・水路工 ・

下里地区で
主に施工して
いる工種

集水ボーリング工

【目的】
杭などにより抵抗力をもたせることで、地すべり活動を抑止する

【主な工種】
・杭打工 ・アンカー工

集水井工標準図

集水井工

集水井工

集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞの集水状況

すべり面排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

地すべりの概要
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事業の概要

「下里」地すべり防止区域：浜松市天竜区龍山町瀬尻

ＪＲ浜松駅から北に約43km

N

狩

野

川

川

富
士

安

倍

川

大

竜

井

川

菊
川

天

川

「下里」地すべり防止区域

JR浜松駅 約43㎞

5

面積：16.57ｈａ

全体計画の事業概要

・事 業 名
・事 業 期 間
・全体事業費
・工事対象ﾌﾞﾛｯｸ
・工 事 内 容

・進捗率（事業費）

： 地すべり防止事業
： 平成22年度～令和５年度
： 1,520百万円
： A、B、崩壊ブロック
： 〇集水井工 ４基

〇集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工 L=12,392m
〇アンカー工 127本 L=2,387m
〇水路工 L=310m
〇実播工 8,500m2
〇固定工 8,500m2

： 41.0％（624百万円/1,520百万円）
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事業の目的

林道瀬尻線

準用河川河内沢川

地すべり防止区域（追加指定予定）

地すべり被害区域
旧龍山中学校
（金原治山治水財団）

国道152号

地すべり防止区域

【人家・公共施設】
旧龍山中学校
（金原治山治水財団）
【道路】

国道152号
林道瀬尻線

【河川】
一級河川天竜川
準用河川河内沢川

保全対象

A ブロック

崩壊 ブロック

B ブロック
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S-3

S-5

S-7
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実播工　8,500m2

固定工　8,500m2

Ａブロック

Ｂブロック

崩壊ブロック

地すべり防止区域

【工事計画（Ｒ2～Ｒ５）】
集水井工：２基、集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工8,325m
水路工：310ｍ、実播工：8,500ｍ2
固定工：8,500ｍ2

【対象ブロック】
A、B、崩壊ブロック

【工事実績（Ｈ22～31）】
集水井工２基、集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工4,067m
アンカー工：2,387ｍ

【対象ブロック】
Ａ、Ｂブロック

実 績

計 画

既 設

【既設（H6～H11）】
※災関地すべり事業含む
集水井工：7基、集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工9,138m
杭工：591ｍ、水路工：197ｍ

事業の内容

地すべり防止区域

アンカー工

集水井工

集水ボーリング工

凡　例

地すべり防止区域
（追加指定予定）
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Aブロック頭部の滑落崖

Bブロック頭部の林道の亀裂崩壊ブロックの表層崩壊

地すべりブロック断面図
Ａブロック

Ｂブロック

崩壊ブロック

Ｂブロックの押出しが原因で、
表層崩壊が発生

事業の内容
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実播工　8,500m2

固定工　8,500m2

Ａブロック

Ｂブロック
‐100

0

100

200

300

400

500

H26 H27 H28 H29 H30 R1

S‐3
S‐4
S‐5
S‐6
S‐7

目標
10mm/年

地表伸縮計の変位量の経年変化

地表移動量は激減したが、目標値10mm/年
には達していない

集水井工の増工（2基→4基）
集水ボーリング工（6,025ｍ）の追加

〇集水ボーリング工の集水状況

地表伸縮計の令和元年度の年間変位量

設置個所 No 年間変位量
(mm/年)

Aブロック 頭部 S-4 3
頭部 S-5 51 

Ｂブロック
頭部 S-6 6 
側壁 S-3 49 
側壁 S-8 26 

崩壊箇所頭部 S-7 1 
⽬ 標 10以下

S-4

S-3

S-5

S-6

S-7

S-8

≪概成の判断基準≫
地表伸縮計の変位量10㎜/年以下

Ａ、Ｂブロックの概要

地すべり防止区域

アンカー工

集水井工

集水ボーリング工

凡　例

地すべり防止区域
（追加指定予定）
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〇対策工イメージ

崩壊の復旧が必要
実播工8,500ｍ2、固定工8,500ｍ2

崩壊発生によりＢブロックの末端土塊がなくなり
地すべりが活性化

固定工実播工

Ａブロック

Ｂブロック

崩壊ブロック

表層崩壊が発生
Ｈ２６.９.３０

崩壊ブロックの概要

地すべり防止区域

アンカー工

集水井工

集水ボーリング工

凡　例

地すべり防止区域
（追加指定予定）

区 分 事業期間 事業費 工 種

前計画 Ｈ22～Ｒ２ 657百万円

集水井工 ３基

集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工 6,373ｍ

アンカー工 2,387ｍ

変更計画
Ｈ22～Ｒ５
（＋3年）

1,520百万円
（＋863百万円）

集水井工 ４基

集水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工 12,392ｍ

水路工 310ｍ

アンカー工 2,387ｍ

実播工 8,500ｍ2

固定工 8,500ｍ2

①変位量が依然として高い（A、Bブロック）
②地すべりブロックの末端を抑える必要がある（崩壊ブロック）

増額理由

①集水井工及び集水ボーリング工追加
（ＣＩＭ結果を基に効果的に配置）

②実播工、固定工を追加

事業費の増 工期の延長

崩壊ブロック

A,Bブロック

事業費増額の理由
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事業の効果

費用対効果(B/C):1.1 経済的内部収益率(EIRR):5.4％

総便益 14.86億円

総便益（B）

総費用 13.20億円

総費用（C）

□山地保全便益
・森林の状態が良好に保たれることによって、
土砂流出や土砂崩壊等の防止が図られ、
軽減されるダム排砂対策費

・建設費 ・維持管理費

① 事業の投資効果（費用対効果の検証）

② 山地災害の防止効果（B／Cに現れない効果）

地すべりから公共施設等への被害を未然に防止

地すべりから公共施設等への被害を未然に防止

国道152号

秋葉ダム

戸倉集落

龍山集落

秋葉湖

地すべり到達範囲

『大分県日田市小野地区』
地すべり被害状況 H29.7

下里地すべり防止区域

地すべりによる移動土塊は、国道152号を超え、
貯水池対岸まで達する可能性あり

貯水池が閉塞した場合、洪水段波により秋葉ダムの
破損や下流域の洪水被害も懸念される

地すべり事業により被害を未然に防止
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ＣＩＭ活用による計画・設計の品質向上

施設が密に整備されているため、
平⾯図・縦断図ベースでの
計画・設計が困難

地すべりCIMによる
3次元モデル化

赤はすべり面を表示

CIM：地形や構造物の３次元モデル

対応方針（案）

事業を継続し、早期完成を図る。

◎本事業は
・ 地すべりの被害から公共施設等への

被害を未然に防止する。
・ 費用対効果も見込まれ、安全・安心な

生活基盤に大きく寄与する。

以上より、事業効果が大きい
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